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が国の生物多様性を保全する上で、里地

里山のような二次的な自然が重要だとい

う考え方は、今でこそ声高な説明を要しません

が、20年ほど前には、あまり理解されないことで

した。当時、農村の生き物の動態を把握するため

に、農村景観の実物大のモデルを再現しようと農

環研に造成した「ミニ農村」を見学した有識者の

中には、「本物の自然を知らない人が考えそうな

こと」と揶
や ゆ

揄する人たちも少なくありませんでし

た。この間、農村の身近な自然が急速に荒廃する

中、二次的な自然をめぐる議論には、農環研が発

信してきた考え方が貢献してきたものと思います。

2008年には、ラムサール条約（特に水鳥の生息

地として国際的に重要な湿地に関する条約）第10

回締約国会議で、湿地システムとしての水田の役

割が位置づけられ、2010年のCOP10（生物多様

性条約締約国会議）では、愛知目標が採択されま

した。そして今年の4月には、IPBES（生物多様

性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プ

ラットフォーム）が正式に発足するなど、生物多

様性についての国際的な枠組みが次々に構築され

ています。そうした中で里山イニシアティブに代

表されるように、二次的な自然の役割に対する注

目も加速しています。また、国内の政策では、農

林水産省が、生物多様性をより重視した持続可能

な農林水産業に向けて、今年2月に生物多様性戦

略を見直すとともに、生物多様性保全に効果の高

い営農活動に対する直接支援を推進しています。

一方で、これらを支える科学的な知見も強く求

められるようになりました。研究の現場へ目を向

けると、GIS（地理情報システム）とDNA解析の

ように、一見両極端にあると思える技術を組み合

わせて分析することで初めて農村の生態環境が理

解される、それももはや普通になっています。科

学的知見とデータ蓄積の重要性が指摘される中、

新たな研究の展開が求められます。

ところで、農村の生物多様性に限らず、農環研

には、農耕地から発生する温室効果ガス、国土レ

ベルでの物質収支など、それまでとは異なる視点

で農業環境を捉え直し、新たな価値を生み出して

きた多くの実績があります。それを可能にしてき

たのは、新たなアプローチ、すなわち固定化され

た既存の方法の積み重ねやその延長からは得られ

ない、新たな切り口とそれを支える方法の両輪に

よるチャレンジだと私は考えています。とくに、

いろいろな場面やレベルでトレードオフ関係に直

面する環境問題をより高い水準で解決するには、

その全体像を把握することが重要であり、こうし

たチャレンジが益々必要になってきます。

研究所の予算や運営の仕組みが大きく変わって

きた中、時流を捉まえて走り続けることももちろ

ん必要ですが、新たな視点で時流を創り出すこと

に貢献するような知見を生み出す、そうした骨太

な研究も求められているように思います。そのた

めには、自分たちに何ができるかから発想するの

ではなく、何をすべきか頭におきながら、新たな

切り口と方法を構築してチャレンジし続けなけれ

ばなりません。そう考えると、暫し足を止めて、

一歩下がったところから自分たちの研究を見つめ

直す勇気も大切ではないかと思います。
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